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湯田温泉こんこんパーク

山口市では「住んでよし・訪れてよしの湯田温泉」
を発展の方向性として位置付け、県内随一の温泉地
として観光地域づくりを進めている。本施設も、観
光客のみならず多世代が交流し、健康的に住み続け
られる都市空間の形成を目的とした取り組みの一環
として整備された。

配置計画の機能
施設は中央に交流棟、廊下を介して温浴棟が配置さ
れている。交流棟の中心となる全天候型の大屋根広
場は、多目的広場としてマルシェやパブリックビュ
ーイングなど幅広く活用可能である。夏季に開催さ
れたウォーターパークのイベントではプールが設置
され、多くの子どもたちでにぎわった。交流棟には
他にも、足湯に入りながら飲食が楽しめ、市の見ど
ころが紹介される温泉交流スペースや、山口市の文
化のひとつである「もちまき」が行える「もちまき
テラス」、貸室やeスポーツにも対応した多目的室を

湯田温泉の恵みと大屋根でひろがる“豊かな暮らしの拠点”

備えている。温浴棟には温泉街の拠点として、山口
の自然を生け捕った「森の湯」「空の湯」と呼ばれる
趣の異なる�つの浴室と、中国地方では導入実績の少
ない昇降式の浴槽を備えた貸切風呂も設けている。

誰もが楽しめる”仕掛け”
屋外には市民や観光客が気軽に立ち寄れるスペース
として、噴水広場をはじめ、湯田温泉を象徴する
「白狐」をモチーフとした大型遊具がシンボルとな
り、その傍らには足湯を備えた芝生広場が広がる。
また交流棟�階には、インクルーシブ遊具やハーブガ
ーデン、壁面いっぱいにお絵描きができるスペース
などを備えたテラスが広がり、誰もが楽しめる空間
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湯気をモチーフとした館名サインと夜間演出の噴水
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となっている。敷地南西角には大階段を設け、周囲
のまちと連続しながら回遊できる構成とした。
本施設が多くの人々に愛され、未来へと大切に受け
継がれていくことを願っている。
（光井純アンドアソシエーツ建築設計事務所／堀田謙二）

設計・監理
光井純アンドアソシエーツ建築設計事務所
https://www.jma.co.jp/

大建設計
https://www.daiken-sekkei.co.jp/
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さまざまなイベント利用が可能な全天候型の大屋根広場
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集会場（ほか公衆浴場、飲食店、駐車場、駐輪場）
光井純アンドアソシエーツ・大建設計共同体（意
匠設計/光井純アンドアソシエーツ建築設計事務
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